
システム導入事例

どん底業界で最新ITにリプレース！
客単価と客回転率アップで不況凌ぐ
～ひむか食堂（東京都千代田区外神田、竹本 寛 社長）～

　飲食店業界が不況にあえいでいる。大手調査会社によると、2024年の飲食店倒
産件数は過去最多となった。中でも苦しいのは唐揚げ店で、かつてないほどのペ
ースで倒産件数が急増している。そうした中、2024年8月に最新のITシステムMNJ

羅針盤シリーズ｢極SELF」(メディアネットワークジャパン)を導入し、客単価と客回転
率アップに成功した店がある。東京・秋葉原に店を構える宮崎チキン南蛮専門店
「ひむか食堂」(東京都千代田区外神田、竹本寛社長)だ。どのようにITシステムを
活用したのか。その極意を詳しく紹介しよう。

●逆風にあえぐ飲食店業界
2024年の倒産件数は過去最多
　「鶏肉はもちろん、米、醤油、野菜、食用油などの仕入れ価格がすべて上がっている。飲食店とし

▲ひむか食堂の店舗外観

て存続していくには、最新のITシス
テムへのリプレースが必要だった」。
ひむか食堂の竹本寛社長は、自店
のIT投資に満足した表情を浮かべ
る。総務省が今年1月24日に発表し
た2024年平均の全国消費者物価
指数によると、生鮮食品は前年比
17.3%と高い伸びになった。特に米
類は27 .7%と49年振りの上昇幅を
記録した。
　こうした動きは飲食店業界に大
きな打撃を与えた。帝国データバン
クによると、2024年の飲食店倒産
件数は894件。新型コロナの緊急事

2025年1月取材

MNJ シリーズ

飲食業向けID-POSシステム「極」で

経営力アップ！

態宣言下だった2020年の780件を上回り過去最多と
なった。中でも深刻なのは「唐揚げ店」。1年前の2023
年の倒産件数は前年の9倍にあたる27件に達し、かつ
てないペースで急増した。唐揚げブームの一巡に加え、
国内の鶏肉や食用油などの値上がりが響いた。
　倒産した事業者の多くが大手のチェーンというより
も1～2店舗を展開する小規模事業者だったようで、こ
の動きは2024年以降も続いているようだ。

●MNJ羅針盤シリーズ「極SELF｣活用
　で省力化と生産性高める
クレカや新札対応に加え高コスパも評価
　宮崎県のチキン南蛮といえば、宮崎県民のソウルフ
ード。そのソウルフードだけを提供する専門店は全国
広しといえど「ひむか食堂」だけだろう。
　タルタル無・有(むね肉)の他、同店独自のもも肉を
使った3つのメニューを揃えている。宮崎チキン南蛮の特長は独特の甘辛味だ。それを引き出す
ために、お酢だけで4種類、醤油だけでも3種類、その上、野菜やフルーツなどを加えた独自のソ
ースを開発している。
　食材の仕入れ価格が大きく上昇しても、長年培ってきた「ひむかの味」は守りたいと竹本社長。
そのためにも、従来のITシステムを見直し店全体の生産性を高めたいと考えた。
　そこで昨年2月、東京ビックサイトで開催されたホテル・レストラン・フード業界の展示会を見
学。業務用厨房設備や調理機器、食品、ITシステムなどの製品やサービスの一大イベントである。
「目的は券売機。リプレース前の機器は中古で購入したもので、導入後のサポートがなく、新札も
クレジットカードにも対応できなかった。インバウンドやサラリーマンなど多くのお客様を逃して

いた」(竹本社長) 。
　会場で目を付けたのが、メディアネットワークジ
ャパンが開発したMNJ羅針盤シリーズ｢極SELF」
だ。機器導入後のサポート体制がしっかりしている
点と、クレジットカードや新札に100%対応し、大
手のシステムよりも100万円以上安いというコス
パが優れている点を評価した。
　導入時期は2024年8月。2024年度のIT導入補
助金を活用したので、総額の1/3の負担額の持ち
出しで済んだという。

販売単価が上がり売上も月50万円以上アップ
　機器導入に当たって、竹本社長が特に要望した
のが、「トップ画面から自動的にオプション画面へ
流れるように工夫して欲しい」ということだった。
というのもインバウンド客は必ずといってもいい
ほど、定食(チキン南蛮)とセットで生ビールやコー
ラ、ウーロン茶などのドリンクをオーダーする。

▲竹本 寛 社長

▲トップ画面は9種類のチキン南蛮の定食メニュー




